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はじめに

1 13世紀アイスランドは,中世ヨーロッパにあうて異例といえるまでに

豊かな民族丈学の興隆を見た。そして,この文学を代表する名に Snorri

Sturluson がある。 13但紀は他力,ア 1 スランド人が国内の権力闘争を激

化させ,その果てにノルウェー王に臣従してしまった時代でもあった。 こ

の独立喪失に重大な役割を演じたのが,上記 Snorri ら Sturlungar (スト

ウルラー族)である^他ならぬ彼らの名によってこの時代は,アイスラ

ンドの歴史では, sturlunga61d (ストゥラー族時代)と称されている。

この一族の名祖である Sturla P6r6arson (1115/16-83)については,
( 1 )

既に本誌で紹介した。ここでは, sturla の末息子 Snωli に的を絞り,

ほぽ同時代の資料によって彼の生涯を要約する。 sturlunga61d のアイス

ランド内外における動きについて言及することは,紙幅の関係で困難であ

り,本稿末尾に付した略年譜から多少なりと推測され得る程度にとどめる。
( 2 )

さらに専門的関心の向きは,他書につかれたい。

2 本稿の第一資料は,サガ集 S地元記πgaS4g4 の核心として,その半
( 3 )

分ほどを占める IS1ιπdiπg4 Sag4 「アイスランド人のサガ」である。 こ

のサガは年代的には,前記拙稿の中心資料であった St砂11ι S4g4 の統き

をなし,現存のテクストでは1183年から1264午までを叙述する。その中,

12世紀の十数年は極めて簡潔な要約であり,また最後の20年はメモ程の内

容になっている。これに対して1200-42年の部分は,ストゥルラー族の諸

深族との勢力争・い及び一族内部の紅争、,そして Sighvatr と StuTla父子の

戦死と Snord の非業の死を詳述する。

本資料はこうして, sturlunga61d を知る最も重要な文献となってぃる
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が,その作者としては, sturla P6r6arson (1214-84)とするのが定説
( 4 )

化していると言える。彼は Snorri の兄の子であり,自らも首領として時

代後半の争乱に参加あるいは見聞する立場にあった。しかし Isleπdiπga

S4g4 は,作者が 1人称(ek, V6r)で自己の意見を洩らす数か所を除け

ば,極めて非個人的な印象を与え,少なくとも表面的には中立的,客観的
( 5 )

な叙述に終始してぃる。それにも拘らず,作者の人物や事イ牛に対する個人

的な感情や態度が随所に泌み出ていることも,容易に指抽できる。な■6,

この Sturla は叔父 Snorri と共に,13・世紀アイスランドを代表する軸中F
(田

家であり法律家でもある。

1 新興の首領 Hvamm-S加rla が波潤に富む一生を終った1183年,彼の
(D

末息子 Snorri は 5歳(fimm vetra)であった(§D。この二つの数字か

ら単純に逆算すれぱ, snorriの生年は1178年となる。確かにそれは,1197

年に彼が19歳(n北jan vetra)だったとする他の記述(§10)に符合する。

しかしながら第三の記述(§11)は,彼は1200年春に20歳(tvi加gr)だっ

たという。この二つの相矛盾する記述だけから,ーつの決定的な生年を

導き出すことは不可能である。ところが,諸年代記によれば, snorri は
( 2 )

1179年に生まれたのである。暖味さの生ずる弟一の原因に,年齢を数える

のに Vetr「冬」の語を用いる古い習慣があるが, snoTri の生年に関して

は,我々の資料を編纂した歴史学者によって,「凡そ」と留保されながら
( 3 )

も,1179年が採用されている。

2 1181年に Snorri は,南部地方 oddi の首領 J6n Loftsson (1124-

97)に養子として引き取られた(st記11記 S4g4 §35)。そして,そのままこ

の地で成長し,1197年11月1日に fa ーンが亡くなった"寺,スノッリは19

歳だった」(§10)。この年までの Snorri については,全く記述されていな

い。しかし,彼の成人後の活動を考えるとき,高度の技術を必要・とする作
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( 4 )

詩法,北欧古代の王家伝承と法律に関する知識は, oddi で身につけたと

すべきであろう。 oddi の一族(oddaverjar)こそ, S記mundr slgfosson

(1056-1133)以来この国において学問を興隆させ, J6n の母がノルウェ

一王の庶子であったことやオークニーの支配者との姻戚関係も与って,王

侯の出自を誇示していた人々であり,彼らの養子がそれらの知識を学びと

つたとしても,何ら不思議ではない。

J6n の死後まもなく, oddi の新当主 S記mundr J6nsson (1154-1222)
( 5 )

と長兄 P6r6r (C.1165-1237)が Snorri のため, Myrar の豪族 Borg

の Bersiinn aU6gl vermundarson の娘 Ha'dis (1233年残)に求婚し

てやった。 Bersi は「800フンドラズを所有していた。スノッリの方は無一

文だった。それは彼の母[グズニュ【]が,彼が父から相統した40フンド

ラズを使い果していたからである。その時グズニュ【はフウプムの屋敷を

スノッリの婚資忙提供して,結婚式はフウプムでとり行われた。スノッリ

は母親と屋敷を共有するものと決められた」(§10)。この結婚は,1199年

の夏に実現している(§Ⅱ)。

3 次の冬, snorriは生涯最初の(と推定される)争いに加わった。そ

れは oddiの S記mundrがある人物の遣産をめぐって東部地方の SV血feⅡ

の首領 Sigur6r ormsson (1235年残)と織えた争・いで,この時 Snmli

は S記mundr の代理人や使者の役目をするにとどまった(§11)。

この問題で, sn仇'riは次兄 Sighvatr (C.1170-1238)とは反対の似Ⅲこっ

いた。この兄弟の対立は,今後時とともに薯しくなっていく。なオ6,兄二人

は既に1190年代に結婚と相統によって財産と首領の権力と支配地(g060r6)

を獲得して有力者に成長していた(§§4,6)。

12仭年に Snorr1 の義父 Bersi が死亡し,彼は妻と共忙その屋敷と地

位を相統して Borg に移り(1202年),ここに数年住んだ。その頃南部の

Garδar にいた母方の伯父 P6r6r B66Varsson (1220年残)は,甥 P6r6r が

彼の部下(ヤingmenn)に対する権力を侵害していると考え,これに対抗

さすべくその弟 SnorTi に Borgatfj仇'6r の Lundarmannag060rδを半分



与えた。「しかしスノッリが部下を引き受けてしまった時,ソールズ・ポズ

ヴ,ルスソンには,白分の友人述をスノ"りの力が兄ソ【ルズが以前に攻

(以上§15)撃した以上に攻撃している,と思えた。」
( 6 )

P6τδr B66Varsson は,司祭 Magnns P61Sson のいる教会地所 Reykja-

holt(現ReyRholt)に対して相統権を主張していた。

「スノッリ・ストゥルルソンはこの教会地所の入手を切望して, ソーノレ

ズ及び相統怖が一番あった他の老述から,地所に対する権利を手忙入れ

た。彼はその後マグヌース司祭に,地所を手放すように提案した。そして

双方は,スノッリが地所とマグヌース夫婦を引き受け,その息子達を,も

しもそういう巡り合せであれば,成人するまで後見することで,意見のー

致をみた。」それから Reykjaholt に移って a206年頃)「彼は大首領にな

つた。というのは,彼は金にこと欠かなかったからである。」(以上§16)

4 Snorri がまだ Borg にいた頃, orkneyjar (orkney)から商船が来

島して,その船長が冬を Borg で過ごしたことがあった。しかし,船長と

主人の仲は気まずかった。特に屋敷教会の助祭が客の商品をその面前で盗

むようなことをした喝U辻, snorri の異母兄 Sveinn が死の床で,一族の

名を汚す悪事だと波慨した程に,首領 Snorri は貪欲であった。後にこの

船長は助祭を殺して逃げ去るが,彼への復讐と保護をめぐって, snorri

と養家の主 S記mundr の仲が悪くなり出した(§15)。このような Snorri

の時宜を得ぬ貪欲さはのちのも,人冏関係にあって結局は彼に不利益をも

たらすことになる。

「スノ"りはすこぶる有能な則'産管哩岩(fjal'g記Zluma6r)で,また気が

多くてへルディース以外の女達と子供をなした。_」嫡子の中,娘 HaⅡbera

a231年残)と息、子 J6n muTtr/murti a203-31)だけが成人に達した。

そして庶子では,息子 6r舵Rja (C.1205-45),娘逹 lngibj6rg と P6rdis

がいる(§16)。娘建の結婚はことに, snord の勢力拡張に重要な意蓑を持

つようになる。
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I sighvatr sturluson の義兄で北部地方一の首領 Kolbeinn Tumason

(C.1173-1208)は, skagafj6r6r 東部の Oxnadalshei6r 西方から Ey-
( 1 )

VeⅡingag060r6 に隣接する地域の g060r6 をすべて握っていた。

分が所有する EyveⅡingag060rδを与えた。しかし[この g060r6 を分有す

る]メルの人々は自分達の分は続けて所有した」(§18)。こうして Snorri

は一躍,北部地方西半部の首領となったのである。上述の荒野Oxnadals-

hei6r 北方の g060r6 は SnoTti の甥 Tumi sighvatsson (1222年残)が

獲得し,そこには1215年次兄 Sigh松tr 自身が移り住んで,次第に勢力を

植えつけていった(§§29,43,95)。

アイスランド第二の司教座が1106年,北部地方の H61ar に置かれたが,

その第4 代司教は GU6mundr Arason (1161-;在職1203-37)である。彼

は教会の自由,聖権の俗権からの独立を獲得するために闘い,その死に至

るまで Kolbeinn,sighvatr,sturla 等々の有力岩を敵にまわした。司教は

教会破門宣告を,首領の方は追放判決を乱発し,更には双方とも武力衝突

さえ辞さなかった。最初の大きな衝突は,1208年9月9日に起った Vi6ines

の戦いで,これは Kolbeinn の戦死によって終った(§§19-21)。 snorTi

が豪族側に立った H61ar の戦い(12四年)で司教座を追われて以後 GU6-

mundrは,アイスランドの司教を監督するノルウェーNiδar6S(現Trond-

heim)の大司教とノルウェー王の力に依存した。これは教会の自由のため

ではあったろうが,かえって彼の祖国の独立を脅かす政策ともなった。

2 1215年 Snorri は,アイスランド唯一の公職である法の宣言者 a6g-

S6guma6r)に選出された。その翌年,彼が最大の首領となってぃた北部

地方西半部にある Melr (Mi6fj6r6r)と Brei6ab61Sta6r (vi6idalr)の間

に争いが起り,双方の要詰に応じて「スノッリは彼らを和解に至らしめよ

亜1. 1207-1217年
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うと努めたが,彼らはそれに同意を渋った。」そして武力衝突になる。「そ

の時スノ"りは彼らに向って,双方とも闘いを止めろと叫んだ。しかし,

彼が何と言邦うが,それを構う者は一人もいなかった。J snorri はなオδ,

闘っている両陣営を分けるように求められた時,「白分は,彼らの愚かし

さと激情に対して割って入るに足る十分な手勢をもっていない,と答え

た。」職闘を目にしながら,首領に期待される役割を満足に果すこともなく

尻込みして,ただ非難を受ける Snorri であった。しかし,後で調停に成

(以上§33)功して首領の面目を保ったようである。
( 2 )

上の紛争に統いて,大民会(AゆingD で Snorriの家人が司祭 Magn6S

GU6mundarson (1240年残)を傷つけたことから,彼は oddi の一族と争

うやに見えた。しかし Haukdalr 一族(Haukd記Ⅱr)の首領 Porvaldr

Gizurarson (1235年残)の仲裁もあって, snorri は不満ながらも, oddi

の S記mundr の裁定で和解した。その際 S記mundr は Snorri ら兄弟に

つぃて,「この兄弟は,まるで誰も彼らに対して思う所を貫けないとでいう

ように,のし出してきている」と不快げに語っている。

Snorri は再び Magn心と,ある富裕な婦人の遺産をめぐって争う。先
( 3 )

ず1217年の春, snorri は Magn心を追放刑に宣告させることができた。

そして夏に,双方は武装して大民会に参集した。しかし,今回は Sk飢aholt

(現 Sk戯holt)の司教 Magn6S Gizurarson (1237年残,上記 Porvaldr

Gizurarson の弟)の努力によって和解が成った。「この問題からスノッリ

は評判をとった。そしてこの問題で彼の評価はこの国で苔だ大きくなっ

(以上§34)た。」

この評判は,法の宣言者 Snorristurluson が oddi で学んだ(であろ

う)法知識を悪用して, oddi の一族に働いた不正義の結実である。

3 「スノッリは秀れた詩人(sk飢山になり,手をつける事柄ことごとく

に巧みで,またなされるべき事すべて忙ついて最良の指示ができた。彼は

[ノルウェーの摂政] H飢く0n gaHnn について詩を作り, jar1 はこれに対

して贈物,すなわち剣と胃と鎧をアイスランドに送って寄こした。」そし
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て jar1 は Snorri に,

jar1 の死(1214年1 河)

111.1218-1235年

I L6gS6guma6r の任期力井冬った1218年の夏, snorri はいよいよノルウ

工【訪問の旅に出かける。それに先立って長女 HaⅡbela を,南部地方

Brautaholt の深族で資産家の Arni 6rei6a Magnosson (1250年製)と

結婚させた。ノルウェー到着後Snorriは二人の支配者,即位まもないHa-

kon 王(1204-;在位1217-63)と王国の三分のーを支配して王位を窺う
(D

Skolijarl(1240年裂)に歓迎されて,彼らと共に南の T6nsberg で冬を

送った。

翌年の夏 Snorri は, H会kon gaHnn の未亡人 Kristin 妃を西スウェ

デンに訪問する。「スノッリは H飢Φn jar1 のため,その依頼に従って彼

女について Andvaka という詩を作っていた。彼女はスノッリを鄭重に迎

えて,数々の見事な贈物を彼に与えた。彼女は,スウェーデン王エイリ

トソンが所有していた軍旗を彼に与えた。」そして秋にはノルク・クヌ

ウェーに戻り,次の冬もノルウェーの支配者逹と共に Pr6ndheimr にい

て,特に Sk航 jar1 から厚遇された(§35)。

2 1216年にアイスランド人(中でも oddi の S記mundr)とノルウェ

一人(Bj6rgyn-Bergen のハンザ商人)の冏に発した敵意が,この頃には

殺傷事件にまで発展して深刻になっていた。そして1220年春ノルウェ【宮
( 2 )

廷では,懲罰のため夏にアイスランドへ軍隊を向けることが決せられた。

「スノッリはこの遠征の中止を強く勧めて,アイスランドの最良の人士

を味方にする方が良策であることを語った。そして自分は,自分のことば

でもって早急に,ノルウェーの支配者述に服従(hly6nD するのが人々に

とって適切だと思うように仕向けることができると言った。彼はまた,

セ【ムンドを別にすれば,現在アイスランドでは自分の兄述以上に強力な

ノルウェ【来訪をうながした。しかし,

によって沙汰止みとなる(§34)。

この旅は



者は他にないとも言い,自分が宛国したとき兄達は自分のいうことに従う

だろうと語った。このような説得に, jar1 の心寸よ静まっくいった。」そし
( 3 )

て少年王 Hakon の判断で,ブイスランド討伐の計画は放棄された。それ
( 4 )

から Snorri は,王と jar1 の lendr ma6r にされたが,これは何よりも

jar1 と Snmli二人の考え(ra6)であった。「そしてスノ"りはアイスラン

ド人に対して,彼らがノルウェ【の支配者に服従するように試みるものと
( 5 )

された。スノッリは息子ヨーンを人質としてノルウェーに送り,これは人

質として jar1 の、とに滞在することとされた。」

並外れた王侯の誉れに浴して局国した Snorri に対する同胞の反応は,

拠惑と不信に満もていた。 (以上§38)

しかし, snorriは怠子を人質に送ったのみで(§4D, もうーつの仔俳野
(田

な約束を実現しようと努力した形跡はない。

3 1222年11月7日, oddi の首領 S記mundr が病死した。彼は生前,

娘の Solveig も息、子達と同讐1こ遺産相統をすることにしていた。忘、子達

は,かつては同家の養子であった Snorriに遺産分割を委任するが,彼は,

「話し相手にして面白く思った」 SO]veig に,彼女が手をのぱす物は何で

も与える程あまかった。 snorri はこの折, oddi に来訪する途中「当時ア

イスランドで最も富裕であったハ"ルヴェイグ・オルムスドーツティル」

に出会ったが,若い Solveig に比べてさほど魅力を感じなかったようだ

(§ 49)。

この頃長兄 P6r6r と Snorri は珍しく仲逮いをしたことがある。それ

は,1221年Ⅱ月に他界した母 GU6ny の過産が原因だった。彼女は Snorri

の屋敷で亡くなったが,自分のかなりの財産は自分が育てた孫 StuTla

P6r6arson (snmli の甥)に贈ることにしていた。しかしそれを,彼女を

引きとっていた Snorri が手放さなかったのだろう。彼には,かつて父の

遺産を母によって浪安された恨みもあったであろう。しかし, P6t6r の庶

子達の面倒を Snorri が見る約束で,兄弟は以前の件に戻った(§52)。

1224下春, snorri は下に触れる Kolskeggr の遣産に関述して Porvaldr
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GiZ山'arson に約束したように,娘 lngibj6rg を後者の息子 GizU打 Por-

Valdsson (1209-68)に与えることにした。二人の結婚式は夏に行われた

(§52)。秋には娘 P6rdiS と Porvaldr snorrason (1228年残)を結婚さ

せる。 porvaldr は,西部地方の蒙族 Vatnsfir6ingar の首領で,この結

婚によって,従来から同盟関係にあった Sturla sighvatson の不信を招

くが, snorri との対立(§51)は解消したのである。さらに1228年の冬,

北部地力 Skagafj6r6t 一帯の g060rδを占有する濠族 Asbirnigar の若

い首領 Kolbeinn ungi Arn6rsson (C.1208-45)が Reykjaholt を訪

れて, snorri の娘 HaⅡbera に求婚し,二人の結婚式は直ちにとり行わ

れた(§63)。

1224年 lngibj6rg の挙式に先立って, snorri 自身は未亡人 Ha11Veig

Ormsd6杜ir を,双方の財産を共有する約束で Reykjaholt に迎え入れた。

彼女は,二人の息子の母規だが,前述のように,当時アイスランドで一番

富裕な女性であり,この頃はまた,その母の兄で長者と紳名された K01・

Skeggr Eiriksson の資産をも相続していたのである(§52)。彼女は,

Snorri の養父 J6n の庶出の孫でもある。この同棲によって「スノッリは

当時アイスランドで他の誰よりも財産を所有していた。しかし,このこと

で兄ソールズの贅同は得られなかった。その兄は,彼を害するものが水で

あれ人であれ,これは彼の死に至るのではないかと心配するのだ,と語っ

た」(§ 53)。

4 1228年 Snorri が Reykjaholt の温泉風呂につかっていた頃は,「ス

ノッリがもつ強力な姻戚関係のために彼と競える首領はだれもいない」

(§64)ように見えたが,彼に優るとも劣らぬ野心的な若い首領が身内か

ら現れ出た。それは Snorri の次兄の子 Sturla sighvatsson (1199-1238)

である。彼は父の寵児で,20歳にして SaU6afeⅡの屋敷と g060r6 を与

えられ,前段はじめに述べた SolveigS記mundard6ttiτとの結婚に際して

は,一族共有の Snω'Nngag060r6 を婚資に貰った。最後のープ丁的な処匙

に対して,彼の父の兄弟 P6r6r と Snorri は大いに不満であった(§52)。



そして,この g060t6 をめぐって伯叔父と争・うことを余儀なくされ,1227

年春の民会でこれを強奪された。 sturla は P6r6r には暴力をもっく報復

したものの, sn0ττUnga060r6 そのものはその三分のーは P6r6r に,三分

の二は SnorTi の息子 J6n murtr の所有にh}することになった(§62)。

5 1229年 Snorri は,息子 J6n から婚資として Stafaholt の教会地所

と財産の譲波を求められた時,これをすけなく拒否し,父親の所有物では

なくて母親の所有する Borg を継げ,と言い渡した。息、子は父親の態度に

絶望してノルウェーに出かけてしまう。彼の出国することに Snorri は大

いに狼狽するが,それは後の祭りだった(§75)。 J6n は S1舳lijar1 の従士
(フ)

団で SkutⅡSveinn に登用されたものの,1231年1月泥酔の果てに兪を落

してしまう(§ 79)。

1228年の夏, snorri の衣人で婿の Porvaldr snolrason は,彼が 5年

前に殺害した Hrafn sveinbjarnarson の息子注によって袈われ,焼殺さ

れた(§67)。この敵対しあう両家の一方に,それぞれ Snorri と Sturla

が加勢をしたのである。そのために,肉親二人の関係は悪化する(§§70-

フフ)。そして,この叔父と甥の関係がその最悪の頂点に逹するのは,1229

年の大民会に当いてで, snω'd は長兄 P6r6r 父子の支持を得て,最大の

軍勢を誇示した。この折 Kolbeinn ungi An)6rsson は,義父Snorriに

次ぐ手勢を従えていて, sturla からその支持を求められていた。彼は妻

HaⅡbera とは大民会の後に別居し,彼女は母の住む Borg に去って,2

年後に病死する。夫はその計報に接するや直ちに oddi に赴いて, Helga

S記mundard6ttir を妻に得た(§81)。 snorri の他の娘 lngibj6rg も,

この年ノルウェーから"}国した夫 Gizurr polvaldsson と剛t婚している

(§ 82)。

娘 HaⅡbera の死によっく Snotri は,彼女の紅愉1人になった。そして

彼女が夫と共有していた財産と g060r6 の半分を Kolbeinn ungi に要求

するが,後者は応じなかった。1232年の大民会で双方の友人逹が調停に努

めて,以下の諸条件で和解が成った^① Kolbeinn が正当に所有する

73
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g060r6 の半分を Snorr1 に与えること,② K.は民会へS.に同行して彼

を支持すること,恨)もしもS.が欲すればK.は彼に幾分かの金を支払う

こと,姓) K.は妹Arnbj6rg を60フンドラズの持参金と共にS.の息子 0-

r記kja に妻として与えること,侮) S .は or記kja に200フンドラズと Melr

の教会地所邦よび g060r6,HafⅡ6anautr"を与えること,(6)義理の兄弟

二人はえヒ部地方に邦いて共同してことに当ること^(§86)。

上記の条件のうち,侮)にある Melr と g0δor6 を Snorri はまたしても

手放そうとせず, stafaholt の教会地所を与えることにした(§87)。

Or記kja が是非にと望んだ Stafaholt もしかしながら父は与えようとせ

ず,その代り,娘 P6tdiS が亡夫のあと取りしきっていた Vatnsfj6rδr を

奪うようにして or記kja に渡し,彼をそこの首領にした(§9の。

6 Sturla sighvatsson は,特に H61ar の司教 GU6mundr に対する敵

対行為^多くは武力行使^のために,1226年以降再三再四ノルウェ

の聖俗両界の支配者達から召換を受けていた。ようやく1233年の夏,彼は

ノルウェ【に赴き,そこで彼よりも数歳若い Hakon 王の知遇を得る。さ

らに口【マ教皇に謁見して,父と自身の罪を許され,1234年の秋ふたたび

H五kon 王の宮廷に戻った。そこで「王とストゥルラはしばしば語り合っ

た」(§92)。 sturla は王と交した言葉を胸に秘めて,1235年邪国するが,

「王とストゥルラは,彼がこの国を征服して王のもとにもたらし,王の方

は彼をこの国を治める首領忙すると計画を立てた。王はその際,ストゥル

ラに何よりもこの国で人殺しを増加させず,むしろノルウェーに追放する
( 8 )

よう注意した」(§139)。

1230年代も半ぱになると,支配豪族の閥に世代の交代が認められ,今後

は若い首領の力による勢力争いがますます激しくなってぃく。とりわけ

Sturla は父 Sighvatr の援助を受けながら,すべてに優先する権力追求

を加速度的に押し進め, Hakon王の忠告にも拘らず殺人を繰り返し,そし

て遂には自身の破波を招く事態に至る。こうして武力衝突が支配的な時代

にあって,策略を得意として武器に訴えることを好まない SnorriS加rlu-



Son は,不肖の子 or記kja の思慮を欠く行動のせいもあって,徐々に権

力を失っていく。 sturlunga61d の争乱が極点に達した観のあるこの時期
( 9 )よ

のアイスランドは,まさに n峨芥の代,剣の代,嵐の代,狼の代」を迎え

ていたのである。上に立つ首領の争いには,倫理的,道徳的な抑制は微塵

だに働かなかった。 snorri は1234年夏,かつくの婿 Kolbeinn ungi から

南部地方の所領を抹奪された(§102)。また彼の愛児 or記kja は愚かし

くも,平和を好む伯父 P6r6r 父子を不当に取扱い(§§101,103),さらに

1235年には,伯父 Sighvatr から強制されたとはいえ,己が父をも攻撃し

ようとした(§11の。

7 1230年の夏は,アイスランドは久しぶりに平和を味わった。 L6g-

S6guma6r の Snorri は大民公には代理を造って屋敷に留まり,そして大

作のノルウェー王樹史 Hι力πSた光'πg14 を完成しようとしていたと思われ

る。「スノッリとストゥルラ[sturla slghvatsson]は長い間レイキーホ

ルトに1帯在して,スノ*りが御めた本によってサガ諸本(S6gub記kr)を沓
aD

き写させることに大いに意を用いた」(§79)。 snorTi と StuTla sighvats-

Son, snoni ら三兄弟の問柄は,こうして翌1231年には肉親にふさわしい

ものへ変っていた(§8の。

1236-1240年

75

1 1236年早々, sturla は父 Sighvatr の支援のもと, H飢く0n 王との密

約を突行に移すべく,北部地力で軍勢を準備した。内通者から上のことを

知らされると, snorri は鳥、子 or記kja や長兄 P6rδr らと丈寸抗措置を協

議する。そして 6r記kja ら強硬派が先制攻撃を主張した時,「スノッリは,
(D

この頃迫っていた祝祭に自分の兄を攻める覚悟はなかった。」その結果,

和解を求めて使者を北部地方に送った(§112)。

・・・カ,北部地プjではシュロの聖日の前週に大軍が召災された。これを知

つても Snorri は手勢をgミめることもせず, Reyjah0Ⅱは兄 P由らr に談

IV.
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つて,南部の Bersasta6ir (現 Bessasta6r)に難を避けた。そして Snorri

と or記kja 父子の本拠地 Reykjaholt と Vatnsfj6r6r は,シュロの聖

日(この年は 3月23田と復活祭の聖日(3月30田に Sighvatr 父子の

奪うところとなった(§§113,114)。 snorri はその翌年春まで, Reykja-

holt に居を移した甥 Sturla を恐れるかのように,東部地方第一の豪族

Svinfe11ingar の首領 ormr J6nsson (1241年残)や,南部地方 Reyldr

に住む首領 Glzurr porvaldsson のもとに身を寄せていた(§§114,116)。

この Gizurr はかつて Snorri の女婿であった人物であるが,この頃には,
( 2 )

H6kon 王も行きすぎと考えたような強引さで全アイスランドを己が傘下

に納める勢いであった Sturla sighvatsson さえ,容易に負かすことので

きない数少ない首領の一人となっていた(§121)。

1237年4月,南部地方の首領 PorleHr P6rδarson (1257年残)と Snorri

は反 Sturla 同盟を結び,手勢を合流させる。しかし,職略をめぐって両

者の意見が対立して, snorriは自軍を引き揚げてしまった。 porleifr達は

そのまま Sturla 側と戦って惨敗を喫し(B記r の戦い),死傷者は多数,

そして首領らは国外追放にされる。この圧勝にようて Sturla は西部地方

から南部地方の Borgarfjδr6r に及ぶ広い地域を支配することになった

(§§123-124)。ーブプ Snorri は夏に,甥 Sturla から逃げる形でノルウェ
( 3 )

ーに出国し, S1紬li hertogi の庶子 P6tr のもとにあった(§126)。

2 アイスランドで Sturla sighvatsson が全島の半ば以上を手中に入れ

たことは,南北両地方の最有力岩 Gizurr porvaldsson と Kolbeinn ungi

Am6rsson を同盟させる結果となった。1238年夏に双方の武力行動がエス

シ"ンの一途を辿り,8月21日の士曜日, sig1Ⅳatr の屋敷付近のカレ

囲い地 6rlygssta6ir で両軍は激しく衝突し, GiZ山'r-Kolbeinn 倶仂ミ勝利

し,老 Slghvatr と野心家 Sturla は戦死した(§§129-138)。これは,

Sturlungar の急速な没落の出発点となったのである。

兄 Sighvatr 一家イトるの報は,同じ年の秋になって,ノルウェ【にいる

Snorri のもとに届いた。彼は兄の死を悼むと同時に,自分の再起のチ,



ンス到来と考えたものと思われる。 H敏on王はこの冬,自己の秘密の代

理人 Sturla の死とその後の事態にかんがみて, skoH の、とにあったア

イスランド人全員に翌夏出国することを禁じた。ところが Sk0Ⅱは Snotri

達に出国を許したぱかりか,航海する船まで贈る。そして船が海上に乗り

出そうとした時,アオスランド人は,再び出国禁止の勅書を示された。王

臣 lendr ma6r の Snorristurluson は王命を無視した^『私はアイス

ランドに行く』(,ut vil ek".)(Hdh0π4r S4gα§ 195)。

同行のアイスランド人逹は硫認しないが, sk田i hertogi は送別の宴で

Snorri に jar1 の称号を与えたという(§143)。

3 1239年秋から Snorri は, or記kja や Porleih 等とはかって,失地

回復を急速に進め,ほぽ1年で西部地方の大部分を奪い返した(§145)。

しかし, or記Rja の横暴が災いして, snorriは息子の住民に対する姿勢を

嫌い, porleifr も 6r記kja と対立していくようになる。

1240年夏, snorri のかっての義息 Arni6reiδa Magn6Sson が王の密

書を挑えて宛}国した。密書の存在を知る者は,受取人の Gizurr porvalds-

Son 等ごく少数だった。この年の 5月ノルウェ【では, Hakon 王の幼少

の頃からその王権を脅かしてきた義父 Sk田ihertogi が反乱のうちに什れ
( 4 )

(以上§146)ていたのである。

フフ

1 1241年7月25日, snorriの妻 HaⅡVeig が死亡した。彼女の息子

K1記ngr と ormr は継父 Snorri に,母の遺産の半分を要求する。しかし

Snorri は士地を手放す意志は全くない^「彼らは貴重品と譜物は分け

たが,士地につぃては何事も決められず,両者それぞれ自分の考えを譲ら

なかった。J snorri の理不尽に不満な「兄弟が南にやってくると,彼らは

[叔父]ギツル〔ソルヴプルドソン]に会った。ギツルは,兄弟がスノッ

りと正当な分与を行えないのは宣しくない,二人にこの件で力を貸そう,

V. 1241年
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(§ 149)。

Gizurr は夏,手もとに人々を召条した。「そこにはクレーングとオルム

の兄弟,司教の子口フト,アールニ・オーレイザがいた。その時ギツルは,

エイヴィンドとアールニがアイスランドに挑えきたった[H6kon 王の]霄

面を公けにした。轡面にはこう認めてあった^スノッリは王の禁止のd.

アイスランドに赴いたため,ギツルはスノッリが好こうと好くまいと彼を

ノルウェーに赴かせること,或いはそれが叶わぬならば彼を殺すこと。

Hakon 王はスノッリを由分に対する反逆者と呼んでぃた。ギッルは,由

分は決して王の書面に背くつもりはないと語った。そして,スノッリが進

んでノルウェーに赴かないだろうことを承知している,と言った。村Nナて

ギツルは,自分はスノッリを抽えに出かける老えだと言った。J snorri の

継息 ormr は, Reykjaholt での養育の恩を感じてこの遠征に参加しなか
( 1 )

ーつ LO

2 Gizurr は70名以上の手勢を率いて,「聖マウリティウス祝日の騨夜レ

イキーホルトにやってきた。彼らは,スノッリが休んでいた離れに邦し入

つた。しかし彼はとび起きて齡れを出,これに隣りあった小さな建物にと

び込んだ。そこでアルンビ,ルン司祭に出あい,ことぱを交した。二人は,

スノッリが建物の物置の下にある地下室に入ることに決めた。

ギツル述はスノッリを艘して建物をまわった。その時,ギッルはアルン

ビ"ルン司祭を見つけ,スノッリがどこにいるか尋ねた。司祭は知らない

と言った。するとギツルは,もしも自分達が顔を合わせなければ和解する

ことができないのだが,と語った。司祭は,スノッリに身休安全の保証が

与えられるならぱ,彼はあるいは見つかるかもしれないと言った。このあ

と彼らは,スノッリがどこにいるか判った。そしてマルクース.マルザル

ソン,シーモン.クヌ ト ア . .

ソン,ソーラリン.ア スグリームスソンが地下室に入っていった。

トがア【ルニに,彼を叩っ斬れと言った。シ モン・クヌ

『斬ってはいかん』とスノ"りが言った。

テインペイスク

こつ
五
口

】
:

口と



『斬るんだ』とシーモンが言った。

『斬ってはいかん』とスノッリが言った。

このあとア【ルニが彼に最期の傷を負わせたが,ソルスティンと二人し

(以上§151)て彼を傷つけたのだ。」
( 2 )

こうして,アイスランドの権勢家8人の 1人に数えられた Snorristur-

Iuson は,1241年9月23日の夜半,抵抗することもなく殺されたのである

^かつて長兄 P6r6r が予感したように(§53),人の手にかかって。
( 3 )

Snorri の命の補償は Kolbeinn ungi によって200ブンドラズと決められ

るが,これを or記kja は,自分の負担すべき賠償と相殺された(§157)。

また Snorri に直接手を下した者達は,彼の一族郎党から血の復讐を受け

ることになる(§ 173, Pづ?'64ア Sag4 h4え414 § 16)。

はじめに

( D 「スノ"りの父ストゥルラ」 1DUN 1Ⅱ(1976), PP.61-90.〔以下では,拙稿と

略称。]

(2)伊」え{士 J6n J6hannesson:1S1ι"dl'πga S4宮'α 1. pj66VeldiS61d, Rey1ζjavik

1956 [ノルウゴ_-ii吾訳:1S1απds hist0アie i ?πι11ωπαlderι?1. oversatt av H.

Mageroy, OSI0/TromsB/Bergen 1967,英語訳: A Histo?'10/ the old lce-

1ι211dl'C CO"1??10π加ι41th. Transl. by Haraldur Bessason, lvinnゆeg 1974],

Sig山'6Ur Lindal (rltstj6rl): saga jS1α?1ds l-1Ⅱ, Rey1ζjavik 1974-78 の

該当個所を参照。

(3)使用した刊本は, S7URιb'N6A SAGA. J6n J6hannesson, Magn6S Finn-

bogason og Kristj会n Eldj五rn S五U um otg証Una,1一Π, Reykjavik 1946 [st.

と省略]の 1, PP.229一認4.なオ6,原語から直接の引用は,上記拙稿と同じ

方法で示す。

(4)サガ全体(就小1225年以降の部分)が Sturla の手になるものか否かについて

は,言舌説あり(cf. Jakob Benediktsson: sturlunga saga,κ1ιlt1ιアhl'si0ア'1'sh

79
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1ι元Si元0?1 /or 110?'diSた?πiddι14dιr f?'4 υiえし'πgιtid h'1 rej'or"14h'のIsh'd xvn

(1くobenhavn 1972),357)。

Sh011ιπg4 S4g4 のいわゆる Fの"1dli「序文」によれば,詩人 Sturla sk61d

P6r6arson は「アイスランド人のサガ」 dslendingaS6gur)を口述するにあた

つて,「彼の籾期の頃に生存していた賢明な人々の知識を有し,そして一部

は,サガが物語っている出来事と同じ時代にあった人々が書いた文書(br6f)

忙よった。多くの事柄,即も彼の時代に大事件となった事柄は彼自身が見たり

聞いたり出来た」(st.1 115)。

彼は更に H五え0π4r S4gα 11巨え0παrs0πα?', U4gπルSS S4gα 14g46化h'S を判ι卸」

し,ι4πdπd"1α66え校本(sturlub6k「ストゥルラ本」)と KガSt九1'S4g4 をまとめ

た。また物語りの才能によってノルウェー王Magn心と王妃の知遇を得て,上

記の国王父子二代のサガを薯し,豊かな法知識のために初代の法官(16gma6r,

アイスランドにゞ6けるノルウェー王の官爽)に任ぜられてもいる。

( 5 )

( 6 )

1

( 1 ) ISルπdiπgaS4g4 への参照指示は,章番号のみによって,サガ名は岩峪するこ

とにする。

Cf. st.1 555, note l:1.

この年が定説化していることは,例えは'咋1979年にアイスランドで Snorri 生

誕八百年の記念が行われたことからも窺えよう。

Snorri は稀に inn fr66i (学者)と呼・ばれる(suiπ/elh'πg4 Sag4 §3: st.11

89)。

本稿では侠宜上, snorri と伺を同じくする二人の兄 P血でr と Sighvatr をそ

れぞれ長兄,次兄と呼ぶことにする。彼らには多くの異母兄がいる佃蜻高Ⅱ,

2 参照)。

彼の父は Snorri の父と争った P釦 S61VaS伽である(拙稿Ⅵ参熈D。

( 2 )

( 3 )

( 4 )

( 5 )

(田

11.

( 1 ) 心Varr gamli の子孫一^特に有名なのは Haflj6i M心Son (1130年袈)ー^が

有した'verlingag060r6 が,正しい訓みとされる(st.1 556, note 18:2)。

し力、し, sigur6Ur Nordal (S?10r?'i st1ι11USO?1,6nnur prentun, Reykjavil【

1973,14)は若千の伝木に認められる AveⅡingag060t6 の形を採り,ーカ J6n



( 2 )

( 3 )

J6h如nesson (1S1ιπdiπga sagα 1279)は両方の形を挙げている。

St.の編者は,「1216年(?)」とする(st.1 267, margin)。

St.の編者は,「1217年(?)」とする(st.1 268, m釘gin)。

111.

(D Cf、 H4え0π4r sag4 Hιた0παrs0παr (1C三ιANDIC SAGAs n. Hakonar

Saga and a Fragment of Magnus saga with Appendlces. Ed. by Gud-

brand vigfusson, London 18S7, PP.1-・36の§§55-56.このサガは,同じ

Sturla P6r6al'son カミ,ノルウェーモ Magnos Hakonarson (1238-;¥f位1257ー

8のの要請でまとめた(木稿はじめに注(6)参照),王の側に立つ公式記録

の性格を有し,丕と対立する勢力が否定的に叙述されていることは否めない。

Sk田ijar1 が軍事遠征の発案者だとも詔られている(H五え0光の Sagα鮖9)。

H巨元0π女r sagα§59 による。

これは, konungr (王), jarl(公)に次ぐ称号であるが,1277年 Magn心王

によっく b討on と改められた。王への孝仕に対して王領を封士として与えら

れたとされる。後に H敏on王は反逆の王臣 Snorriの殺害にともなって彼の遺

産忙対して所有権を主張したとされるが(戸のg"s sagαえαえ41α§10: st.Ⅱ

118),この主.張は封建制の見地からすれば納得できるものである。なオ6,

Snorri によれ{ゞ(三ddι S?10?'宏五 Shグ11ιS0π女?'. GU6ni J6nsson gaf ot, Akur-

eyri 1954,20の,デンマーク(ノルド)語で hersir や lendr ma6r と1呼ぶも

のは,サ'クセンでは gre迂i そしてイングランドでは baron と動河、るのである。

H乱く0n のサガはもっと波接的に,「スノ"りはブイスランドを王の支配に入る

ようにすること」と語る(H五え0π女r sagα§59)。

「しかしスノ"りは同田人に村して何事も実行しなかった。彼は取りあげて胎

ることも殆どしなかった。しかし当!1寺,商人達は平和を享受した」(Hdho"の

Sιg4 §59)。 snorri の王臣としての怠慢は,彼のブイスランド人邦よび野心

的な首何リこる立」易から老えれば,ノルウェー支配岩述の後盾を得て自国におけ

る倒己の地位強化のためであうたとも,郷加ぐできょう。σ刈の見解としては,

J6n ]6hannesson,0つ.ι1'i.287)。

1277年以降の riddari(1奇士)に相当。

H"Φn 王は S加rla の支配欲を巧みにあおって彼に,アイスランドでも王あ

( 2 )

( 3 )

( 4 )

81

( 5 )

( 6 )

(フ)

( 8 )
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るいは一人の支配者忙よる支配(einveldi)を実現するように勧める。すると

Sturla は「王の助言と配慮を得て敢行し,もしもこのことを実現できたら,冑

分がそれ忙値すると思うような名誉を王から授かることを期待する」と返事を

した。作者 Sturla は,ここで再び王忙人殺しを諌めさせている(Hι加πの

Sag4 § 180)。

エッダ許「巫女の予言」(V61USP6) 45。

Snorriが何i牧,嫡子の J6n よりも,向うみずだけが取柄であった庶子or記kja

を愛したかは不明である。ただ彼は,父が苦手とする戦闘を好み,その一方で

は父と同じく作詩の才にも恵まれていた(彼はデンマーク王 Valdemar sejr

に見えて詩を献呈したー-1Sle?1diπga sag4 §115)。

Snorristurluson の著作家としての生活を語る直接の記述は,ここと既に引用

した個所のみで(本稿13,1Π1),我々が更に欲する情報はどこにも見出され

ないのである。

( 9 )

aの

aD

Ⅳ.

( 1 )

( 2 )

これは,後続の記述と併せ考えると,復活祭に先立つ四句節となろう。

「王は,ストゥルラは自分力司め言したよりも荒々しく振舞っていると考えた。」

(H4た0"4?' sagα§ 187)。

H乱Φn王は覇柘を競う義父S1血li忙対して,形式的な敬愆を表し慰撫するため

に,従来ノルウェーに存在しなかった hertogi(,Herzog")の称・号を授けた。

これは,サガの叙述によれぱ, jar1 の上に睡かれる(前出注Ⅲ(4)参照)。

Hd肋光αr sa宮'4 §§197-243 に詳しい。

スノッリ略年譜

( 3 )

( 4 )

V.

(D これと正反対の証言もある(「彼はーーースノッリ・ストゥルルソンの殺害忙大

きな係わりをもっていた」^戸6r6の即g4 え4た414 §8: st.Π 15)。

Aア0?1S S4gα§ 1 (st.Ⅱ 237)。

「フンドラズ」については,拙稿の注Ⅳ:7 を参照。

( 2 )

( 3 )

1179年頃 Sturla と GU6ny の三男として Hvammr に生まれる。



1181年夏以降 J6n 上oftsson の養子として oddi に赴く a199年迄)。

1199年夏 Herdis Bersad6ttir と系敏昏し, oddi で冬を送る。

1202年 Borg に移りイ上み, Myrarmannag060r6 と J61damannag060rδを獲得。

1206年頃 Reykjahon に移り住み, Reykhyltingag060r6 を獲得。

1208年9月9 e GU6mundr 司教支持派と対した Vi6ineS の戦いで Kolbelnn

Tumason 1波死。

1209年4月15e H61ar の1淡いで勝った反 GU6mundr 司教側についたが,司教を

Reykjaholt に招待。

1211年 N込ar6S の P6rir 大司教から,他の首領と共に召換状を送付'される。秋

GU器mundr 司教が H6】ar 司敏座に戻る。

1213年頃ノルウェーの摂政 Hakon gaⅡnn に頌ι寺を送る。

1215年第28代 16gS6gumaδr となる a218年迄)。

1216年 M巡fj6r6r と Viδidalr の化民の争いを調停しようとして不成功(Melr の

鞍い)。

1217年夏に大民会で MagndsaⅡSherjarg0δi1こ勝訴して名声を博す。 H創WnH"Φn-

arson ノルウェー王位に即くが,王岡の三分のーを Sk6H jar1 に割讓。

1218年夏に娘 HaⅡbera を Arni 6reiδa と結婚させ,その後ノルウェーに赴き

H湿Φn 王と Sk' jar1 の SINtⅡSveinn にされる。冬は SkdⅡ jar1 のもと

に滞在。

1219年夏 Gautland (vast改g6Uand)に KTistin 妃を訪問しく詩 Andvaka を献

呈。冬 S1紬lijar1 のもとに滞在。

1220年ノルウェーのアイスランド征i付'をⅧ止, H敏on 王と SkaⅡ jar1 の lendr

maδr にされる。耿に邪風。

1220年代前半三dd4 をまとめる。

1221年夏に忘、子 J6n を人質として S1血lijar1 のもとに送る。この頃 S加faholt

を独得。 7月17e Bre込ab61Sla6r の固ル、で Bj6rn porvaldsson 城死。

1222年2月4日甥 Tumi sighvatsson が GUδmundr 支持勢プJによっ殺害される。

春 Gdmsey の鬪いの後 GUδm山ldr 司散ノルウェーに追われる。夏第30代

16gS6guma6r になる a231年迄)。

1223年夏の大民会で Porvaldr snorrason に追放刑を宣告するが,後に和解。

83
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H6kon の王位継承の正当性が最終的に確認され, sk田ijar1 の要求は否定

される。

1224年夏に,鳥、子 J6n が怖国,娘 HaⅡb田a の齡婚及び娘 lngibj6rg と Gizurr

Porvaldsson の結婚, HaⅡVeig ormsd6ttir との財産共有と共同生活を始め

る。秋に娘 P6rdiS を Porvaldr snorrason と結婚させる。

1226年夏の大民会で Snorrungag060r6 をめぐって身内の紛争を起す。 GUδmundr

司教婦国。

1227年春1こ長兄 P6rδr と共に甥 S加rla sighvatsson から Snorrungag060r6 を

奪う。

1228年冬に娘 HaⅡbera を Kolbelnn ungiArn6rsson と結婚させる。 FaskrⅡδ川以

南の DaⅡr の侘民から忠誠の誓いをとる。 8月6日婿 Porvaldr snorrason

焼殺される。

1230年頃 Hei力ISえ九'πg14 を完成する。

1231年1月21日鳥、子 J6n が Bergen で横死。夏の大民会で ormr J6nsson と係

争。娘 HaⅡbera の病死。娘 lngibj6rg の敵婚。 GU6mundr 司教 H61ar を

追われる。

1232年大民会以前に S加rla sighvatsson による Vatnsfj6r6r の Pri6r と Snorri

兄弟殺害(3月8日)忙関して調停。大民会で Kolbeinn ungi との係争で

有利な和解を独得し,息子 6r碕吋a と A血bj6rg A血6rsd6杜廿結婚。

12器年6r記kja を Vatnsfj6r6r に送うて首領とする。甥 Sturla slghvatsson ノノレ

ウェーと口ーマに向う。

1235年6r記kja 数々の無法を Vatnsfj6r6r 一帯で働く。 Kolbelnn ungi ノルウェ

王のもとへ。秋 Sturla sighV2tsson 婦国。

1236年3月 Reykjaholt を去って Bersata6ir に移る。甥 Sturla に Borgarfj6rδr

の支配椛を奪われる。 ormr J6nsson (skal)のもと忙赴く。 Kolbeinn ungi

掃鬨。

1237年 Bersasta6ir に戻るが,四旬節1こは R町kir に淵判モ。 4月10日長兄 P6r6r 死

亡。 4月28e B記r の戦い。ノルウェ【の支配者達の召換に従って夏ノルウ

冬 Ni6ar6S の SI<61i hertogi のもとに淵W'。 8月21日 OTlygsstaδir の戦1238年

エ^ノ＼ 0



いで次兄 Sighvatr と S加rla の父子等が敗れて戦死。

1239年夏に邪国して Reykjaholt K赴く。前年任命されたノルウェー人司教が

SkalahoH と H61ar K着任。

1240年春に B記r の戦いの裁定を行う。夏に甥 S加rla P6角arson に Snorrunga-

g060r6 を分与。 5月24e sk61i hertogi 敗死。 Arn1 6re巡a 等 Hι1Φn 王

の密書を携え州国。

1241年冬に義妹 Puri6r ormsd6ttir と甥 Tumi sighvatsson の結婚式を行う。フ

月25日妻 HaⅡVeig ormsd6廿ir 死亡。 9月23日佼 Gizurr porvaldsson の

手勢によって殺害される。

1256年北部地方住民が H敏on 王への貞税を承諾。

1258年 Gizurr が三ビの jar1 として仏IH週。

1260-64年各地の農民が Gizurr jar1 と Hakon 王忙忠誠と貢税をt1約(アイスラ

ンドの独立喪失)。
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1. Shι?'11ιπg41

1・ーー1 ・・.・・・・,・・・・・'・・ーー・・
^^^^^^^^^^^^^^^^^^

S記mundard. ormsd.

^^

B6器Varr HaⅡaolafr sturla GU杜01'mrP61'6rvalgerδrGUδr6n
=sigri6t hvitask会ld16gmaδr

Sturla.』GU6ny

諸家系図

②

Arn6rsd.

Herdis=snorri-、一愛人逹
Bersad.

① 1 ②一ー、、、ー、、一下、
Arni=HaⅡbera=Kolbeinn J6n 6r記kja lngibj6rg
6rej6a =Arnbj6丁g =GizurrmurtrUngl

Arn6rsd. porvaldss.

P6rdis
= porvaldr
Snorras.

*
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2. Odd4υerj'ar

Ha11d6ra=J6n^愛人達
Brandsd.

S紀mundr h6説

S記mundr

Loftt-P6ra

Solveig
= sturla

Sighvatss.

Solveig P創1
I biskup

Magnos GU6mundars.

3.

H創fdan
= steinV6tt

Sighvatsd,

Hα1ιゐdωh'r

Helga
=Kolbeinn

Ungl

Ormr porstein=P6rdis
Gizurard.

1・・・・・ー・・・・・・
]onHa11Veig puri6r

= TU1ηi= snorri

Sighvatss、Sturlus.

Isleifr biskup

Teitr prestr

HaⅡr prestr

Gizutr 16gsm.

Magnos
biskup

Porvaldr
Prestt

GU6mundr

HaⅡr

16gsm.

K1縄ngr

4.

B」6rn

Puri6r.Tumi Kolbeinss

Vahlsfi16i九ξα才

1=■
-HaⅡVeig

Einarr

K1鵠ngr Orlnr

Porva]dr^愛人辻Hafli6i P6rδr Kolfinna-porvladr,=P6rdis
Einarsd. snorrad.

Snorri

Te辻r

16gsm

Kjartan

HaⅡd6ra

Einarr

Porvaldr=sigriδr Hafliδad.

①

J6re巡r

Gizurr= 1ngibj6rg
jarl Snorl'ad.

Sno

* 1

ri

HaⅡd6ra

②

Einarr Kolflnna

*

P6r器r



5、 AS61'宏?11'πgar Asbj6rn

Arn6rr

Kolbeinn

1 ②

Kolbeinn Arn6rr

GizurardTumi-puri6r

Kolbeinn 11ngi
=Hanbera

Snorrad.

Ha11d6ra = sjghvatr sturlus.

Sigri61'
= B66Varr

P6r6ars.

(注) d d6ttir,

Snorras.
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Alfhei6r
^

Ha'dis

=B66Varr

i B碕

S Son, 16gsm.=16gS6guma6r

Arnbj6rg
=or碕Rja




